
三菱電機 ロボット

ＭＥＬＦＡテクニカルニュース

Changes for the Better

産業用
BFP-A6079-0261

2020年7月発行

表 題 ロボットバッテリガイド (MELFA FRシリーズ編)

適用機種 MELFA FRシリーズ

三菱電機株式会社 名古屋製作所 〒461-8670 名古屋市東区矢田南 5-1-14

1/3

三菱電機産業用ロボットMELFAに格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。
本テクニカルニュースでは、三菱電機ロボットのバッテリの形名、対応機種、寿命、装着方法およびよく
ある質問をまとめています。

参照先のマニュアルは、最新マニュアルをご覧ください。

1．対応バッテリ

■ ロボット本体 ■ ロボットCPUユニット(CR800-Qコントローラのみ)

バッテリ形名 外観 (参考)メーカ形名 *1 バッテリ形名 外観 (参考)メーカ形名 *1

MR-BAT6V1

ロボット本体
1台につき、
バッテリは
4個必要です。

2CR17335A 

Q6BAT

ロボットCPUユ
ニット1台につ
き、バッテリは
1個必要です。

・CR17335SE-R
・CR17335SE-R-CH2
・CR2/3・8L-CN1595

対応機種 対応機種

・RV-2FR ・RV-4FR ・RV-7FR
・RV-13FR・RV-20FR 
・RH-3FRH ・RH-6FRH 
・RH-12FRH ・RH-20FRH 
・RH-3FRHR

MELSERVO-J4シリーズ

Q172DSRCPU

MELSEC iQ-Rシリーズ
MELSEC-Qシリーズ

*1 バッテリのラベルに記載されているバッテリメーカの形名を示します。バッテリのラベルには、バッ
テリメーカの形名と三菱電機の形名が記載されています。

また、必ず三菱電機製のバッテリを使用してください。バッテリメーカから購入したバッテリにはケ
ーブルが付属しないため、接続できません。

2．バッテリの寿命

バッテリ形名
保存時の

バッテリ寿命
使用時のバッテリ寿命(参照先)

MR-BAT6V1

実力5年(常温)

『RV-FRシリーズ取扱説明書 ロボット本体セットアップから保守ま
で』の「5.3.5 バックアップバッテリの交換」
『RH-FRHシリーズ取扱説明書 ロボット本体セットアップから保守ま
で』の「5.3.7 バックアップバッテリの交換」

Q6BAT 『CR800シリーズコントローラ取扱説明書 コントローラセットアップ
と基本操作から保守まで』の「5.3.1 バッテリの交換(CR800-Qコント
ローラのみ)」

互換可能な他製品

付属品

別売別売

付属品

別売

付属品

互換可能な他製品



DQ006 基板詳細

バッテリ基板接続ケーブル

LED ボタン

リードコネクタ

3．バッテリの交換方法
(1)ロボット本体(RV-4FR/7FR/13FR/20FRの場合)

バッテリ交換は15分以内に行ってください。
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1. ロボットコントローラの制御電源をOFFします。
2. ロボット本体からCONBOXカバーを外します。
3. DQ006基板上のボタンを押し、LEDの点灯でコンデンサが十分充電されているかを確認します。

1. ロボットCPUシステムの電源を10分以上ONします。
2. ロボットCPUシステムの電源をOFFします。
3. バッテリリードコネクタをバッテリコネクタから取り外し、使

用中のバッテリをバッテリホルダから抜き取ります。
4. 新しいバッテリを正しい方向でバッテリホルダに挿入し、リー

ドコネクタをバッテリコネクタに接続します。
5. ロボットCPUシステムの電源をONします。

『CR800シリーズコントローラ取扱説明書 コントローラセット
アップと基本操作から保守まで』の
「5.3.1 バッテリの交換(CR800-Qコントローラのみ)」

バッテリ切れが原因で交換した場合は、機種リセット操作
が必要です。

『CR800シリーズコントローラ取扱説明書 機能と操
作の詳細解説』の「2.3 機種リセット操作の説明」

LED 意味と対処方法

点灯 充電されています。15分以内にバッテリ交換を行ってください。

消灯 充電されていません。ロボットコントローラの電源をONして、30分程度充電してください。
再度、DQ006基板上のボタンを押し、LEDの点灯を確認してください。

4. 古いバッテリと新しいバッテリを1個ずつ交換します。

すべてのバッテリを同時に外すとエンコーダの位置データが消失し、原点の再設定が必要となります。

① カバー内にあるバッテリホルダから、古いバッテリを抜き取り、リードコネクタを外します。

② 新しいバッテリをバッテリホルダに差し込み、リードコネクタに接続します。

※①、②を繰り返し、すべてのバッテリを新しいものに交換します。

※バッテリの交換漏れがないか確認してください。古いバッテリが残っている場合、そのバッテリが発
熱し、破損する恐れがあります。

5. ケーブル類をはさまないように注意し、CONBOXカバーをロボット本体に取り付けます。

バッテリ切れが原因で交換した場合は、原点の再設定が必要です。

『RV-FRシリーズ取扱説明書 ロボット本体セットアップから保守まで』の「5.6 原点の再設定」

『RH-FRHシリーズ取扱説明書 ロボット本体セットアップから保守まで』の「5.6 原点の再設定」
CR800-Dの場合は、時刻の設定も必要です。

『CR800シリーズコントローラ取扱説明書 機能と操作の詳細解説』の

「3.17 設定・初期化画面の操作 (5)時刻設定」

バッテリ

バッテリ
ホルダ

六角穴付きボルト
(4本)

CONBOXカバー

(2)ロボットCPUユニット
古いバッテリを外してから3分以内にバッテリを交換してください。

バッテリ
コネクタ

バッテリリード
コネクタ

Q6BAT
プラス (+)側

バッテリ
リード線

バッテリ
リード線は
持たない バッテリ

ホルダ



4．バッテリの格納場所
機種によって格納場所が異なります。RV-4FR/7FR/13FR/20FRの場合は、「3.バッテリの交換方法」を参
照してください。
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質問 回答

ロボット本体の
バッテリが切れた
らどうなります
か？

バッテリの消耗によりエンコーダデータやバックアップデータが消えた場合は、原
点の再設定が必要になります。下記を参照してABS方式で再設定してください。

『RV-FRシリーズ取扱説明書 ロボット本体セットアップから保守まで』の
「5.6 原点の再設定」
『RH-FRHシリーズ取扱説明書 ロボット本体セットアップから保守まで』の
「5.6 原点の再設定」

CR800-Dの場合は、時刻の設定も必要となります。
『CR800 シリーズコントローラ取扱説明書 機能と操作の詳細解説』の
「3.17 設定・初期化画面の操作 (5)時刻設定」

ロボットCPUユ
ニットのバッテリ
が切れたらどうな
りますか？

ロボットCPUユニットに保存されたプログラムなどのバックアップデータが消失しま
す。また、バッテリ交換後に機種リセット操作が必要になります。

『CR800シリーズコントローラ取扱説明書 機能と操作の詳細解説』の
「2.3 機種リセット操作の説明」

ロボットコント
ローラ(CR800)の
バッテリ交換は必
要ですか？

ロボットコントローラ本体のバッテリ交換は不要です。CR800-Qコントローラのみ、
ロボットCPUユニットのバッテリ交換が必要です。

電源ONのままバッ
テリ交換してもい
いですか？

バッテリの交換時は、必ずロボットコントローラの制御電源をOFFしてください。電
源をONした状態でバッテリを交換すると、感電やロボットの誤動作・故障の原因に
なります。

バッテリを交換す
る際、プログラム、
パラメータやロ
ボットの位置デー
タの内容は消えま
すか？

■ロボット本体の場合
停電保持時間の15分以内にバッテリを交換しないと、ロボットの位置データが消失
し、原点の再設定が必要になります。

『RV-FRシリーズ取扱説明書 ロボット本体セットアップから保守まで』の
「5.6 原点の再設定」
『RH-FRHシリーズ取扱説明書 ロボット本体セットアップから保守まで』の
「5.6 原点の再設定」

■ロボットCPUユニットの場合
バッテリを外してから3分以内に交換しないと、プログラムなどのバックアップデー
タが消失し、機種リセット操作が必要になります。

『CR800シリーズコントローラ取扱説明書 機能と操作の詳細解説』の
「2.3 機種リセット操作の説明」

5．よくある質問

RV-2FR RH-3FRH/6FRH/12FRH/20FRH RH-3FRHR

ベースカバー
B(L) 内部

DQ006 基板

バッテリ
バッテリホルダ

バッテリカバー

取付ネジ
（6本）

バッテリ
バッテリホルダ

DQ006基板
バッテリ

バッテリ
ホルダ

バッテリ
カバー

バインドネジ
（4本）

DQ006基板


